
平成 30 年度 広島県管理河川大規模氾濫時の減災対策協議会 

（北部建設事務所管内） 

議事概要 

 日 時：平成 31年２月１日（金）11：00～11：40 場 所：広島県三次庁舎 第３庁舎 102 会議室 出席者：別紙出席者一覧のとおり  【会議概要】  平成 30年７月豪雨を踏まえた課題及び対応策について了承した。  【意見交換等】 ○ 三次市：当協議会の対象区域の河川については，平成 30年度までに想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図を作成すると聞いていたが，平成 30年７月豪雨を受けて今後どのように進めていくのか。 北部建設事務所：平成 30年７月豪雨を受けて，洪水浸水想定区域図の作成を中断したため，平成 30 年度中の完成は困難である。すでに作成を再開しており，できるだけ早期に完成させる。  ○ 三次市：平成 30 年７月豪雨では，市内で 37箇所の避難所を開設したが，行政だけでは対応が難しい。今後は自主防災組織による避難所の開設等も行う必要がある。 事務局：平時の避難訓練において，自主防災組織による避難所の開設・運営を含めて実施していきたい。  ○ 三次市：別添資料の「今後の治水対策のあり方」の中で，三次市に関係する部分はどこか。 事務局：５河川をモデル河川として「あり方検討会」で分析を行い，そこで得られた知見を他の県管理河川にも展開していく。  ○ 三次市：平成 30 年７月豪雨では，三次市は内水により大きな被害を受けた。内水対策は住民にとって大きな課題であるにもかかわらず，今回整理した課題に入っていないのは違和感がある。 事務局：取組方針の見直しに当たっては，今回の御意見を踏まえて対応を検討する。  ○ 三次市：平成 30年７月豪雨の際，三次市内の三川合流域ではあと少しのところで越水を免れた。ダムは適正に操作を行えば被害防止に大きく貢献するものと考えている。  ○ 三次市：河川内の堆積土の浚渫は極めて重要である。土砂の処分の課題等があると思うが，ぜひ進めてほしい。 事務局：「河川内の堆積土除去計画」はあるが，大きな出水があると土砂の堆積状況が変わる。現状を把握し，必要な箇所を重点的に実施していく。 三次市：浚渫は，住民の目に見える当面の措置として重要であるので，お願いする。   
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